第八回大学と現代社会講義録

　

『ガンについての最低限の知識を得る』
１．ガンの成り立ち

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　イニシエーション




　　　　　　　　　　　プロモーション
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　プログレッション

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（後期）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
人間は普通60兆の細胞があり、誰しもその中にガン細胞がある。

最初は一個のガン細胞から始まり、その数を増やしていく。細胞分裂によって最初の細胞から二倍の細胞の数になるまでに、どのくらいの時間がかかったかというのをあらわすために、ダブリングタイムという言葉が用いられる。ダブリングタイム30回でガン細胞の数は十億個、この時のガン細胞の大きさは直径1cm、重さ1gに達する。この大きさになって始めて何らかの検査にひっかかる。つまりこの時までは何も起きない。このがん初期段階からガン細胞は爆発的に増えていく。ダブリングタイム40回で1兆個、10cm,1kｇに成長する。ここまでガンが大きくなって生存できる人間はいないので、この前段階で誰もが亡くなる。ガン細胞を養うのに膨大な量の血液や栄養が失われてしまい、そこまで大きな体積の異物を体内に抱えてしまうと、体に深刻な負担がかかってしまうからだ。
だからこそガンは初期治療が大事だといわれるが、それは難しく。ガン細胞を完璧に手術で切除するのも難しい。
　２．ガン細胞とは何か？

細胞には寿命があり、それが体のどの部位にあるかで寿命の幅が決まる。　胃や小腸は一日で置き換わるが神経系の細胞は二度と再生することがない。代謝とともに体は新しい細胞に置き換わるのだ。この細胞の死ぬサイクルをつかさどるのがアポトーシスであるが、この新陳代謝が暴走し、遺伝子異常が起こり不死化した細胞をガン細胞と呼ぶ。

３．神経幹細胞

神経系の細胞は再生することがないと述べたが、例外がある。神経幹細胞は神経系の細胞を再生することができる細胞だ。この細胞は神経細胞だけではなく、体のどの部位の細胞にも変化することができる。
胎児の脳は、神経幹細胞で構成されている。神経幹細胞は倫理的な問題もあるため、普通はマウスの脳から抽出することが多いが、中国などの規制のない国では堕児から抽出した神経幹細胞を使って実験しているところもある。

　近年、IPS細胞という細胞が京都大学の山中伸弥教授らによって作られた。これは日本語で人工多能性細胞といい、神経幹細胞と同じ働きをするが、体のどの部位の細胞からでも合成可能である。
 ４．がん治療
　　抗がん剤は毒性も強く、正常な細胞まで傷つけてしまうために副作用を起こしてしまう。しかも、がんの特効薬といわれるような抗がん剤は見つかっていないため、強い抗がん剤を使っても延命効果しか期待できない。そのため、医療費よりもあやしげな民間療法に莫大な金を使う患者も多い。
がん治療は戦いであり、患者は死の恐怖から逃れるために必死なのだ。海老名卓三郎氏はガンと戦うのではなく、がんと共生する免疫療法を考案した。
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